文化会館の募集方法等について
	　文化会館については，前回（平成１７年度）の指定管理者の選定は，５館一括で公募しており，今回も公募することとする。
　文化会館５館の指定管理者を，１館ごとに公募するか，５館一括で公募するかについては，以下の理由で，５館一括が妥当であると考える。
（理由）

今回，新たに「利用料金制度」を導入することとし，指定管理者に創意工夫の余地を与え，これまでの５館横一列の運営から，より各館の特性を生かした運営への移行を図る。これには，利用者の反応も考慮しながら進めなければならず，このタイミングで１館ごとに指定管理者を公募すると，施設間で使用料や条件が激変し，利用者の不公平感や混乱につながるおそれがある。
したがって，利用者の理解を得られるよう施設間の一定の均衡を保ちながら，徐々に各館の特性に応じた運営に変化させていくためには，５館一括で指定管理者を公募することが妥当である。


【参考】利用料金制度の導入について
［現行］　　　　　　　　　　　　　　　　［平成２３年度から］
	使用料方式
	
	利用料金制度

	○　施設の使用料について，

本市が収入する。

○　料金体系は条例で定める。
	
	○　施設の利用料金について，

指定管理者が収入する。

○　利用料金の上限は条例で定める。


※　利用料金制度の特徴
・指定管理者が自主的な経営努力を発揮しやすい。
・利用料金については条例で上限額を設定するため，料金設定の自由度が高い。
※　指定管理委託料の算定

施設の利用料金が指定管理者の収入になることから，平成２３年度以降市から指定管理者に支払う指定管理委託料は，これまで支払っていた額から，収入見込み分を差し引いた額で検討することとなる。
資料２
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